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果より決定する具体的方法を述べている｡ 特に, 急冷ポリプロピレンの単斜晶系結晶および急冷 (擬六向
晶系) 結晶混在系におけるⅩ線回折強度分布より各結晶系の分率およびそれら微結晶の配向分布の分離決
定に関する実験的手法の確立, 赤外赤吸収スペクトルにおける840cm-1 および 11,55cm-1バンドが結





より分別し, 各区分の特性化をデカリン溶液における固有粘度, 融点, 固体密度, Ⅹ線解折像および赤外
線吸収スペクトル等の測定より行ない, 分別が主として立体規則性の順に行なわれ分子量の影響の比較的
少ないこと, および抽出区分はアイソタクチック部分とアタクチック部分のブロック共重合体に近いこと
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的な負配向性, すなわち a′軸より常におくれた負配向性を示すが, 高延伸領域ではこの選択性 は 消 失
し,a′およびb軸が C軸のまわりにランダム配向したC軸の優先iE配向性に転ずることを示して い る｡
低延伸領域における a′およびC軸の配向挙動は古典的な総状 ミセル構造模型に対する微結晶 分 子 鎖 軸
(C 軸) の優先配向のみを考慮した Kratky の配向模型では説明できず, 微結晶問の相互作用性の強い
高次組織の形成およびその変形機構を通 じ説明すべきことを, 偏光入射による光散乱俊の変化とあわせ論
じている｡ さらにこの a′, b およびC軸の配向挙動は生成球晶の半径方向a′軸であることを考慮すれば
球晶変形によって定性的に説明しうること, また生成球晶の構造がポリプロピレンの立体規則性により影




加えており, 微結晶の多重配向性を指摘し, これらに三種の配向型 (α,β, γ型) が存在すること, さら
にその生成機構を詳細に論 じている｡
一般に直交二軸延伸により単斜晶系結晶b 軸は膜皮に垂直, また a′およびC軸は皮膜面に平行になる
ように配向する (α型配向)｡ この配向は主として球晶内ラメラ問の連結鎖の緊張およびその皮膜面への平
行配向化にともなうラメラの (010)面での 〔001〕方向- の塑性すべりをともなう a′軸まわりの回転,
さらに回転ラメラa′軸方向- の分子鎖の解きはぐれををともなう分子鎖折りたたみ結晶か ら繊 維 状 結
晶への転換によるものと説明している｡ 延伸率が高 くなると結晶b 軸が皮膜面に垂直に配各した結 晶 は










































いはさらに単斜晶系結晶を含む三成分系については, 各相の寄与の分離手法はほとんど確立され て いな
い｡
著者はまず急冷結晶の結晶学的解析を行ない, その結晶系および格子常数の決定, さらに単斜晶系結晶







二次モ- メントを決定する各種実験的手法を検討しているが, その際重要な問題はこれら構造単位 (微結
晶および非晶鎖セグメント) の光学定数それ白身である｡
皮膜の光学異方性が結晶および非晶両相の光学異方性の体積分率による加成性によって記述されるとい
う立場に立って, 各種ポプロピレンの延伸皮膜についてX 線回折, 複屈折および赤外吸収スペクトルの特
定バンドの二色比を詳細に検討し, 従来の構造単位の光学定数に関する理論的および実験的既報値を参照
の上, 次の値が最も妥当であることを示している. すなわち, 単斜晶系結晶の三主屈折 率 と して na′-
1.5067,nb- 1.5070, m｡- 1.5419, 急冷結晶および非晶鎖セグメントの固有複屈折値として32-2×10-3お
よび46.8×10~3を与えている｡ さらに赤外線吸収スペクトルにおける 840cm~lおよび 1155cm~1バンド




び非晶相の分子鎖の配向挙動を詳細に検討し, 微結晶の配向性に三種の多重配向 (α,β.γ型) の存在す
ること, およびそれらの生成機構について論じている｡ すなわち一般に直交二軸延伸により単斜晶系結晶
のb 軸は皮膜面に垂直に, また a′およびC軸は平行に配向 (α型) し, この配向機構を球晶の変形機構








プロピレン皮膜の- 軸および二軸延伸にともなう単斜晶系結晶の配向挙 動 を, Sasaguri-Yamada-Stein






ら繊維結晶への結晶転換, 転換に際する結晶のb 軸の優先的配向の保持性, さらに球晶構造の崩壊性に影
響するものとし, これらをモデルのパラメータを通じ巧みに説明すると同時に偏光光散乱像の変化と合わ
せ論じている｡
以上を要するに本論文にポリプロピレン皮膜の冷延伸過程と分子配向性ならびに主として結晶高次組織
の変形機構を論じたもので, 学術的ならびに技術的に寄与する点が少なくない｡
よって工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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